
開催：富士フイルム和光純薬株式会社

14:00 開会・注意事項のご説明

講演題目『CRISPR-Cas3ゲノム編集技術の社会実装に向けた開発・応用研究』
【演者：東京大学医科学研究所 実験動物研究施設 先進動物ゲノム研究分野

准教授 吉見 一人 先生】
＜要旨＞
ゲノム情報を文字通り書き換えるゲノム編集技術は、ここ10年の間に急速に発展し、
様々な生物の遺伝情報を自在に改変できるようになりました。本技術は医療をはじめ、
品種改良やバイオ生産の向上など、多くの産業分野で活用が進んでいます。
ゲノム編集を行うためのツールが数多く開発される中、私たちは、大腸菌由来のタイプ
I-E CRISPR-Cas3を高等生物に応用することで、ゲノム編集技術として利用できる
ことを示してきました。本ウェビナーでは、CRISPR-Cas3がどのようにしてゲノム編集を
行うのか、どういった生物で利用できるのか、どういった形で社会実装が可能か、などに
ついて具体的な例を交えつつ、国産ゲノム編集技術の最前線を紹介します。

14:05
～

14:40

企業講演：CRISPR-Cas3 製品・サービスのご紹介
【演者：株式会社ニッポンジーン】
＜要旨＞
㈱ニッポンジーンではCRISPR-Cas3ゲノム編集を行うための製品を提供しています。
CRISPR-Cas3におけるgRNAの役割を持つCascade-crRNA複合体の作成
からCRISPR-Cas3の実験系の立ち上げにご使用いただける製品をご紹介します。

14:40
～

14:50

14:50
～

15:00
閉会のご挨拶

本セミナーでは、東京大学医科学研究所 実験動物研究施設 先進動物ゲノム研究分野
准教授 吉見 一人 先生をお招きし、国産のゲノム編集技術であるCRISPR-Cas3に関して
ご紹介いたします。皆様のご参加をお待ちしております。

Webセミナー参加はQRコードよりお申し込みください。

WEBセミナー
『次世代ゲノム編集技術CRISPR-Cas3 : メカニズムと応用』

日時：2025年1月23日(木) 14:00 ~ 15:00
参加費：無料



241200導01

CRISPR-Cas3とは?

CRISPR-Cas3は、ガイドRNAにあたるcrRNAと5種類のタンパク質から構成されるCascade（カスケード）が複
合体を形成し、標的DNA配列を認識して結合します。そこにCas3タンパク質が結合することでDNAを切断します。
CRISPR-Cas3ではCas3タンパク質が標的配列の上流側を連続的に分解することで標的配列を大きく削ること
ができる性質を持ちます。

CRISPR-Cas3による二本鎖DNAの切断

【特長】
・ ゲノムの大規模欠損が可能
・ オフターゲット変異のリスクが低く、特異性が高い（安全性の高いゲノム編集技術）
・ シンプルなライセンスのため、ゲノム編集技術の実用化にむけた戦略が立て易い

CRISPR-Cas9との比較

CRISPR-Cas3 CRISPR/Cas9

分類 クラス1*(タイプⅠ) クラス2**(タイプⅡ)

構成要素 Cas3 protein、crRNA、Cascade構成protein Cas9 protein、gRNA

PAM配列 AAG (AGG, GAG, TAC, ATG, TAG) NGG

相補配列の長さ 32塩基 約20塩基

オフターゲット変異2) 極めて低い 低い

大規模欠損
2) ◎ △

編集効率
2) ◎ ◎

切断機構
Cas3の持つヌクレアーゼドメインとヘリカーゼドメインにより一本鎖

DNAの切断が繰り返され、結果的に二本鎖切断が導入される1)

Cas9の持つ2つのヌクレアーゼドメイン

(RuvCとHNH)による二本鎖同時切断

特長
● crRNAの相補配列が長いため高い特異性を期待できる

● 数百～数千塩基の大規模欠失変異が可能

●実験系の構築が非常に簡単

●1～数塩基の挿入 or 欠失が可能

■参考文献 1) Yoshimi, K. et al. :Nature Communications, 13:4917(2022)
2) Morisaka, H. et al. :Nature Communications, 10:5302(2019) 

* クラス1：複数のタンパク質で標的配列を切断
** クラス2：単一のタンパク質で標的配列を切断

CRISPR-Cas3は、crRNAの相補配列が32塩基と長いため、従来のゲノム編集技術の課題であった
オフターゲットへの影響も極めて低い特長があります。
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